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「達成目標年の設定に係る専門的課題協議会（第２回）」議事概要 
 

１ 開催日時 

 令和７年 12 月 26 日（金）午前 10 時～午前 11 時 

 

２ 開催場所 

 農林水産省本館２階 畜産局第１会議室 

 

３ 出席委員  

 近藤 康二   公益社団法人中央畜産会 専務理事 

 佐藤  勧    全国農業協同組合連合会 畜産総合対策部 部長 

 新村  毅    東京農工大学大学院農学研究院 教授 

 寺田 文典   元 東北大学大学院農学研究科 教授 

 八木 淳公   公益社団法人畜産技術協会 常務理事 

 

４ 会議の運営 

（１）資料の説明 

 ・資料３に基づき、農林水産省より第 1 回検討会のおさらいと今回の検討内

容について説明を行った。 

  

５ 議事概要 

【アニマルウェルフェアに関する飼養管理指針における事項ごとの達成目標の

検討について】  

〇 提案の内容で良いのではないか。資料３ P11 の R６調査結果の 「てては 

る計」の値が既に 90％に達している事項に対する達成水準の値を 90％に定

めることの是非については、既に高い水準でてる現状を維持するものでてる

というニュアンスが伝わるような表現でてれば問題ない。一方で、「てては

 る計」が 90％に達していても、「てては る計」に占める「ややてては 

る」の割合が目立つところもてるため、今後は「ややてては る」から「て

ては る」に回答が移行する質的な向上についても期待したい。 

 

 〇 「てては る計」の値 90％を当面の達成水準とすることに異存はない。

 た、達成 での道のりが長い事項に対する中間目標として、現状の「てて

は る計」の値から 10 ポイント向上を目指すという考え方も良いと思う。 

「てては る計」の値が 90％を超えている事項に対して 90％の達成水準

を設けるということについては、「「てては る計」が 90％以上でさえてれ

ば現状値より取組度合いが下がってもよい」という誤解を与えないような表

現をしてほしい。 た、「ややてては る」を「てては る」にしていくこ

とや回答割合の変化についても、分析の中で触れるような形で今後示してい

くことをお願いしたい。目標年度は 12 年度になっているが、目標年度 で

の隔年調査で 10％の向上を達成した場合にはどうするのか気になるところ。
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12 年度を目標年度にすること自体に異存はないが、分析などの際に触れる

等をした方がよい。総合的な評価の方法についても今回提案の内容に賛同す

る。 

 

 〇 「てては る計」の値 90％は妥当な達成水準でてる。今後達成水準をど

うしていくか、調査等で経過を見ながら５年後の見直しなどで検討してい

くのがいいだろう。現状達成 での道のりが長い事項の目標設定の方向性

についても、常に改善していく、ということを考えると 10％程度の向上を

目指して改善を図っていくということで良いのではないか。 

現在既に「てては る計」の値が 90％を達成している事項は現状維持と

いうことがきちんと分かるようにすればいいだろう。総合的な評価について

も、指針で示されている推奨事項は現場で実施すべきボトムラインでてる、

という国の考え方に賛同するところ。生産者に取組みはボトムラインでてる

ことを認識していただくことが必要で、国からは最終的にどこを目指すのか、

ということを明確にしておくことがいいのかと思う。 

 

 〇 目標設定の方向性について提案の内容に賛成。現状達成 での道のりが

長い事項について、暫定的に 10％の向上を目指すということで良いのでは

ないか。例えば、採卵鶏の換羽やブロイラーの暗期の設定については 10％

の向上でてっても難しいのではないかと当初は考えていたが、参考資料の

取組み調査の経年比較や実際の生産者の話を伺って、強制換羽をしなくて

も生産性が確保できるような育種が進んでいるという実感もてり、現場で

かなり取組が進んでいる印象を受けた。10％の向上という暫定水準も達成

可能なものだろう。 

 

 〇 現状達成 での道のりが長い事項の暫定目標について、10％向上で良い

と思う。ただ、個人的には、アニマルウェルフェアの知識習得に関する事項

については現状値がかなり低いので、10％ではなくもう少し上を目指すこ

とが必要だと感じている。 た、取組状況の総合的な評価については、もし

認証でてれば８割の項目がクリアしていれば合格といった考え方もてるが、

今回はてく でも生産者に取り組んでもらいたい最低限の事項でてること

から、資料中の例にてるように達成した事項が何％というような評価は要

らないのではないか。 

 

〔事務局〕 

・ 「てては る計」の値が既に 90％に達している事項の目標設定の書き方を、

数値を下げるような目標値ではないことがわかるようにすることや、委員

からご指摘のてった質的な向上についても工夫を考えていきたい。 

・ １回目の検討会で頂いた御意見を踏 えて提案させていただいたという

こともてり、今回の議題について委員の皆様にも概ね賛意を得られたも
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のと考えている。今後は畜種別の専門家を交えて、今回皆さ からいた

だいた御指摘を頂いた細かい項目を含めて、御意見をさらに伺いなが

ら、適切な目標設定となるように検討していきたい。 

・ 委員からご指摘のてった各畜種に共通した事項を並べてみると、畜種によ

って「てては る計」の値が 60％だったり、80％だったりとムラがてるよ

うな状況でてるが、個別に目標を設定することも違和感がてる。データを

見直し、共通した目標を設定していくことができるのでてれば、各事項の

意味からすれば親和性が高いと思うので、委員の皆様と相談させていただ

きながら進めていきたい。 

 

【その他】 

● アニマルウェルフェアの普及 

〇 アニマルウェルフェアの知識習得に関する事項の目標値については、本件

がアニマルウェルフェアに関する取組みの達成目標なので、 「てては る計」

の値は高い水準を目指す必要がてると感じている。これ での経験からアニ

マルウェルフェアの普及が難しいということは承知しているが、生産者に対

する更なる普及を今後どのように行っていくべきか検討していく必要がて

る。 

 

〇 アニマルウェルフェアの知識習得と災害対応に関する事項はどの畜種で

も共通して低い傾向がてる。これらの事項は個別の畜種で事情が大きく異な

るものでもないので、畜種別に目標を定めるのではなく、共通の目標を設定

してもいいのではないか。 

 

○  他の委員から意見のてったアニマルウェルフェアの知識習得の部分につ

いて、他の調査でも、単に「アニマルウェルフェア」と聞くと取組度合いが

低い傾向にてる。『普段の飼養管理をきちんとやること』がアニマルウェル

フェアに繋がる、ということの理解度を高めるような取り組みも必要では

ないか。理解度の向上を働きかければ、すぐにでも達成が可能な項目でてる

と感じる。 

 

〇 他の委員から御意見のてった「普及」について、難しいがやっていかなく

てはならないことだと感じている。しかし、法人格の有無や家族経営かどう

かといった生産者の規模によって情報を得られる環境が違う。生産者全体に

対し、取りこぼしがないように普及推進していくことが重要だと考えている

ので、今後、普及についても全体で協議していけたらいいと思う。 

 

〔事務局〕 

・ 普及については委員も色々と感じておられるところがてると思う。目新し

い効果的な方法がなかなか見つからないのが現状。過去実施してきている
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ことに改善を積み重ねながら普及を図っていくことになると思う。実際に

行うこととしては、周知やセミナーというのが基本かと思うが、地道に認

知・理解を上げるということを基本に進めていきたい。 

 

● R6 調査結果のデータの見方 

〇 専門委員会での検討の際には調査項目のチェックをしていただきたい。例

えば採卵鶏の換羽処理の際の絶食について「てては らない」が 29.2％て

る。ここは換羽処理をやっていないということなのか、絶食をやっていると

いうことなのか。 

 

〇 換羽処理を「行っていない」と答えた人が誤って回答していることもてる

のかと思っていた。この設問以外にも「てては らない」が誤答なのかどう

か判断がつきにくい設問がてるので、畜種別検討会にて専門家の皆様の感覚

で確認していただいた方が良い。 

 

〔事務局〕 

・ 換羽処理の設問は、前段に換羽処理を「行っている」「行っていない」を選

択する仕様になっており、「行っている」と答えた人の回答結果となってい

る。「てては らない」は換羽処理をしている方のうち、絶食による処理を

行っている方の割合と考えられる。前回の試行調査を踏 えて調整をした

設問。特に Web では不要な設問は表示されないようにしているため、間違

いは少ないかと考えている。 

・ 専門委員会では資料作成の際に、前段の設問への回答がてった上での回答

でてるということが分かるような表現を考えたい。 

 

● 現状で取組状況が低い項目についての対応 

〇 調査結果の設問ごとに見ていくと特に危機管理マニュアルの整備につい

て、どの畜種も低い。お手本になるようなマニュアルを作成して公開しては

どうか。 

 

〇 換羽処理については、育種改良により、換羽が不要な育種が進んでいると

いう情報がてる。このような最新の情報を生産者は知らないのではないか。

調査の一環で最新の情報を収集し、情報提供できるようにしてはどうか。換

羽処理をしなくていい、ということはアニマルウェルフェアの向上だけでな

く、生産性が上がるよい取組みなので、生産者への情報提供ができると良い。

ブロイラーの暗期の設定についても、実証調査を行っている生産者に情報を

提供いただいて取り とめたものを発信することで、アニマルウェルフェア

への取り組みが生産性にも良いことを知らない生産者にも周知することが

でき、結果として指針の取組状況についても目標が達成できる、という流れ

をつくることが重要。 
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〇 ブロイラー、採卵鶏については海外の品種がほとんどになるかと思う。そ

ういった品種の育種改良を行っている会社等を訪問して今後の育種や戦略

的な部分も含めて情報収集を行い、分かりやすく整理した情報を生産者に周

知していく、というイメージか。鶏以外の他の畜種でも最新の育種改良的な

情報はてるのか。 

 

〔事務局〕 

・ 専門委員会では、目標の設定はいいが、達成に向けた取組 ・対応という視

点で「こういうことをやって欲しい」という要望等が出ることが予想され

る。そのうち可能なものについては、事業化を検討することも考えられる

かと思う。農水省でも積極的に情報発信していきたいと考えているほか、

補助事業でもクラスター事業などでアニマルウェルフェアを対象とした、

生産性の向上だけを目的にしていないメニューを作成したりしている。そ

ういった支援策についても次回の専門委員会では御説明したい。 

・ 牛の育種の話題について、除角の代替手段として無角の品種を選択してい

る生産者がいるという話は聞く。現在の飼い方を維持した  アニマルウ

ェルフェアに取組みたいという生産者で、てる程度の生産量が確保できれ

ばよいという経営方針の方が無角を選択しているということだが、牛にと

っても人にとってもストレスが少ない、と聞いている。 

 

【次回の開催について】 

〔事務局〕 

・ 本日いただいた意見を加味しながら専門別委員会（大家畜・中小家畜）に

おいても、引き続き検討を進めていきたい。 

 

 


